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「快適で豊かな住宅環境」をめざして

木製システム手すりシリーズ 納まり図集
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ブラケット横型 ブラケット縦型

エンドブラケット

エンド部分

特殊ブラケット

ジョイント

標準下地納まり図

コーナーブラケット

Eブラケット横型

EL-80／EL-80G
Ｐ５

横型カバー付ブラケット

EL-705／EL-705G
Ｐ６

ブラケット横型通し

EL-83／EL-83G
Ｐ７

ブラケット横型通し首振り

EL-701／EL-701G
Ｐ８

縦型カバー付ブラケット

EL-706／EL-706G
Ｐ１３

Eブラケット縦型

EL-81／EL-81G
Ｐ１２

ブラケット縦型通し

EL-84／EL-84G
Ｐ１４

Nエンドブラケット

EL-712／EL-712G
Ｐ１５

Ｐエンドブラケット

EL-707／EL-707G
Ｐ１６

Eエンドブラケット

EL-85／EL-85G
Ｐ１７

横受エンドブラケット右

EL-708／EL-708G
Ｐ１８

横受エンドブラケット左

EL-709／EL-709G
Ｐ１９

エンドキャップ

EL-79／EL-79C
Ｐ２０

エンドキャップ

EL-702／EL-702G
Ｐ２１

Eエンドキャップ

EL-86／EL-86G
Ｐ２２

BFエンドキャップ

EL-713／EL-713G
Ｐ２３

エンドソケット

EL-710／EL-710G
Ｐ３１

ベースソケット

EL-66／EL-66G
Ｐ３０

出隅ブラケット

EL-704／EL-704G
Ｐ２７

コーナーブラケット

EL-711／EL-711G
Ｐ３５

Eコーナーブラケット

EL-82／EL-82G
Ｐ３４

直ジョイント

EL-74／EL-74G
Ｐ３６

Lコーナー　

EL-76／EL-76G
Ｐ３７

自在ジョイント

EL-６３／EL-６３G
Ｐ３８

L自在コーナー

EL-703／EL-703G
Ｐ３９

チーズ

EL-67／EL-67G
Ｐ４０

クロス

EL-68／EL-68G
Ｐ４１

三方

EL-69／EL-69G
Ｐ４２

四方ヒッパリ

EL-70／EL-70G
Ｐ４３ Ｐ４４～４６

出幅調整ブラケットカバー付

EL-714／EL-714G
Ｐ９

真壁用スリムエンドブラケットカバー付

EL-717／EL-717G
Ｐ２５

出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-715／EL-715G
Ｐ２８

半受出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-716／EL-716G
Ｐ２９

直受フレキシブルブラケット

EL-943／EL-943G
Ｐ１０

自在ブラケットカバー付

EL-720／EL-720G
Ｐ１１

スリムブラケット

縦枠用スリムブラケットカバー付

EL-718／EL-718G
Ｐ２４

真壁用スリム通しブラケットカバー付

EL-719／EL-719G
Ｐ２６

出隅・入隅ブラケット

出隅自在ブラケット

EL-941／EL-941G
Ｐ３２

入隅自在ブラケット

EL-942／EL-942G
Ｐ３３



手すり棒の中心

手すり棒の中心

手すり棒の天端

床

階段

32直ジョイント
32Nエンドブラケット

32Eブラケット横型

32エンドキャップ

14
0㎜
以
内

70
0㎜
以
内

10
0㎜
以
内

700㎜
以内

100㎜
以内 100㎜

以内
100㎜
以内

700㎜
以内

700㎜
以内

32Eブラケット縦型

32L自在コーナー又は
自在ジョイント

32L自在コーナー又は
自在ジョイント

32BFエンドキャップ

踏み板の先端

32Nエンドブラケット

32Eブラケット横型
※直受けフレキシブルブラケットを連続して
　使用する際は、手すり棒が回転するので
　間にブラケットを取付けてください。

32Nエンドブラケット
直受フレキシブルブラケット

直受フレキシブルブラケット

32Ｌコーナー又は
L自在コーナー・
自在ジョイント

ピン

ピン
ピン ピン

ピン ピン
ピン

糸

ブラケット座の中心

ピン

※＝750㎜程度
　（利用者の身長や身体状況によって異なります）

※

※

100
㎜
以内

100
㎜
以内

700
㎜
以内

700
㎜
以内

700
㎜
以内

100㎜
以内

700㎜
以内

140㎜
以内

700㎜
以内

ブラケットの取付け寸法について
ブラケットの取付けピッチは700㎜以内

としてください。また、直ジョイント等接続金具から
100㎜以内にブラケットを必ず取付けてください。

ブラケット取付け位置にキリで下穴を空けてください。
※手すり本体は非常に堅い木です。無理にねじ込むとねじが壊れるおそれがあります。

１．※印の手すり取付け高さからブラケットの
中心点を出しピンと糸で位置を決めます。

２．糸はブラケットの仮留め後に取りのぞき
ます。

ブラケット横型 ブラケット縦型

エンドブラケット

エンド部分

特殊ブラケット

ジョイント

標準下地納まり図

コーナーブラケット

Eブラケット横型

EL-80／EL-80G
Ｐ５

横型カバー付ブラケット

EL-705／EL-705G
Ｐ６

ブラケット横型通し

EL-83／EL-83G
Ｐ７

ブラケット横型通し首振り

EL-701／EL-701G
Ｐ８

縦型カバー付ブラケット

EL-706／EL-706G
Ｐ１３

Eブラケット縦型

EL-81／EL-81G
Ｐ１２

ブラケット縦型通し

EL-84／EL-84G
Ｐ１４

Nエンドブラケット

EL-712／EL-712G
Ｐ１５

Ｐエンドブラケット

EL-707／EL-707G
Ｐ１６

Eエンドブラケット

EL-85／EL-85G
Ｐ１７

横受エンドブラケット右

EL-708／EL-708G
Ｐ１８

横受エンドブラケット左

EL-709／EL-709G
Ｐ１９

エンドキャップ

EL-79／EL-79C
Ｐ２０

エンドキャップ

EL-702／EL-702G
Ｐ２１

Eエンドキャップ

EL-86／EL-86G
Ｐ２２

BFエンドキャップ

EL-713／EL-713G
Ｐ２３

エンドソケット

EL-710／EL-710G
Ｐ３１

ベースソケット

EL-66／EL-66G
Ｐ３０

出隅ブラケット

EL-704／EL-704G
Ｐ２７

コーナーブラケット

EL-711／EL-711G
Ｐ３５

Eコーナーブラケット

EL-82／EL-82G
Ｐ３４

直ジョイント

EL-74／EL-74G
Ｐ３６

Lコーナー　

EL-76／EL-76G
Ｐ３７

自在ジョイント

EL-６３／EL-６３G
Ｐ３８

L自在コーナー

EL-703／EL-703G
Ｐ３９

チーズ

EL-67／EL-67G
Ｐ４０

クロス

EL-68／EL-68G
Ｐ４１

三方

EL-69／EL-69G
Ｐ４２

四方ヒッパリ

EL-70／EL-70G
Ｐ４３ Ｐ４４～４６

出幅調整ブラケットカバー付

EL-714／EL-714G
Ｐ９

真壁用スリムエンドブラケットカバー付

EL-717／EL-717G
Ｐ２５

出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-715／EL-715G
Ｐ２８

半受出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-716／EL-716G
Ｐ２９

直受フレキシブルブラケット

EL-943／EL-943G
Ｐ１０

自在ブラケットカバー付

EL-720／EL-720G
Ｐ１１

スリムブラケット

縦枠用スリムブラケットカバー付

EL-718／EL-718G
Ｐ２４

真壁用スリム通しブラケットカバー付

EL-719／EL-719G
Ｐ２６

出隅・入隅ブラケット

出隅自在ブラケット

EL-941／EL-941G
Ｐ３２

入隅自在ブラケット

EL-942／EL-942G
Ｐ３３



L型手すり
700×600

座
面
か
ら

2
2
0
～
2
5
0

便器
先端
から

200
～30

0

200
～30

0

※立ち上がりのため、前傾姿勢が必要な場合は400程度まで可

L型手すり
700×600

2
0
0
～
2
5
0

150～
300

上り用　杖の高さ
下り用　杖の高さ＋
　　　　１段分

（単位：mm）

動作の補助とは
１．玄関先での立ち座りの補助
２．便器への立ち座りの補助
３．扉の開閉のバランス補助　　など

●便所、洗面所、扉の横などに使います。

強く握って移動するため
直径28～32mm

円柱型 ディンプル型

（　　　　　）特にディンプル加工
付のものがよい

「握る」

●たとえばこんな場所
　トイレ、玄関、扉の横など

移動の補助とは
１．階段の昇りや降りの昇降移動
２．廊下を歩く等の水平移動
３．部屋内部や屋外の移動　　　など

●廊下、階段、屋外などに使います。

手を滑らせて移動するため
直径32～36mm

円柱型

●たとえばこんな場所
　廊下、階段、屋外スロープなど

目

　
　
　
　的

使

　い

　方

太
さ

形
状

「摺る」
す

手すりの使い方は、大きくは「摺る」「握る」に分けられ、
高齢者が利用する場合は、立ち座りの「握る」と歩行の
「支える」といった使い方が多くみられます。また、太さや
形状も高齢者の身体状況や使用場所に合わせて適切に
選ぶことが大切です。



● 壁の両端には柱がありますので、そこを基準に左図の様に柱が入っている事が
多く、軽くたたいてかえってくる音でだいたいの位置を確認します。

● 次に市販のピン式下地探し機（又は、超音波式探知機）で正確な位置を確認し
て手すりブラケットの取付け位置を決めてください。

＊タイル下地はコンクリートと木造壁の両方がありますので注意してください。

＊ 石膏ボード、合板への直接ねじ止めは危険ですので必ず壁の内側の柱に止めてください。

＊ ユニットバスの壁・土壁・石貼の壁には取付けできません。

＊ 左の他にも壁の構造がありますので、わからない場合は大工さんなど専門の人に相談
してください。

●ブラケットの取付けピッチは700mm以内としてください。
● 直ジョイントなど接続金具からは100mm以内に必ず取付けてください。
（但し、アッシュ・タモφ32集成材使用時）
●ブラケット取付け位置には必ずねじ径の8割程度の下穴をねじの長さ分あけて
ねじ止めしてください。特にドライバーなどで手回しで止める場合はなるべく
柄（握り部）の太いドライバーをご使用ください。
　※例えばφ3.5×20mmのねじの場合、
　　下穴φ2.8で深さ20mmあけてください。

● 壁の下地は、必ず木にねじが20mm以上食い込むようにしてください。
　※プラスターボード2枚張りなどは、別途50mm以上のねじが必要です。

● 常時水のかかる所や、湿気の多い所での使用は避けてください。

●エクレ32木製手すりシリーズのベースプレートを構造材に固定し、ブラケット
をベースプレートに取付けます。
　取付けピッチ 100mm巾、120mm巾 910mmピッチ以内
 80mm巾 455mmピッチ以内

●ベースプレートの端部は柱に届くようにしてください。
●ベースプレートを構造材に固定する場合は、長さ50mm以上のローレットビス

を使用してください。

● 壁の上から補強用木板（ベースプレート）を壁内側の柱に木ねじが止まる様に
取付けてください。

● 補強用木板（ベースプレート）を利用する場合はブラケットの
止めねじの長さ50ミリ以上のものを別途用意してください。

壁下地がない場合は※柱と間柱の間隔は303ミリの場合もあります。

ECLE木製ベースプレートを構造材に固定し、
ブラケットを補強用木板（ベースプレート）に取付けします。

補強用木板
（ベースプレート）



シ
ス
テ
ム
手
す
り
φ
３
２

ＥＣＬＥシステム手すり　納まり図集 5
※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.08.30

30

(30)

(30)

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

7.5

31.5

36
.2

38
.4

18.1

31.5

7.5

18.113.4

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

木下地納まり図

15
0

48

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

木下地150×20通し(別途工事) エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
０（

Ｇ）

EL-80(G)

22

5

28

56.5

R16

14
16
.5

2

20

48

60 44
8

φ
7

8

10
10
φ
50

φ13

付属ねじ

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ横型詳細図

EL-80(G)

60

8448

5

R16

φ13

EL-80(G)

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

56
.5

81.9以内

・文言修正他（15.10.22）
ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-80(G)

13

2 φ50

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

※１　100以内

68.5以内

ﾄﾞｱ枠(壁)

φ50

13

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所
2.8mm下穴加工必要

12.5

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所
2.8mm下穴加工必要

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ横型

12
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-702(G)
のみ込み

（1140045･1140046）

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ横型　EL-80(G)
（1136447･1136448）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ横型納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.08.30

30

(30)

(30)

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

7.5

31.5

36
.2

38
.4

18.1

31.5

7.5

18.113.4

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
５（

Ｇ）

EL-705(G)

56.5

48

R16

12.5 12.5

13
959
.2

45

6.5 32 6.5

16 16

45

付属ねじ

724

45

68.5

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

木下地150×20通し(別途工事)

56
.5

81.9以内

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-702(G)

12.5 12.5

68.5以内

・文言修正他（15.10.22）

φ45 φ45

φ
14

EL-705(G)

φ
14

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

※１　100以内

φ45

ﾄﾞｱ枠(壁)

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

12.5

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

のみ込み

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714）

（1140045･1140046）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.16

30

(30)

(30)

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

7.5

31.5

36
.2

38
.4

18.1

31.5

7.5

18.113.4

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

木下地納まり図

15
0

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

木下地150×20通し(別途工事)

木下地150×20通し(別途工事)

7.8

74.5

4

4

56.5

φ13

R1
3

7.8

22

13

93
.5

14
16
.5

20

48

R26
10

10

55

8

60 44
8

45

付属ねじ

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
３（

Ｇ）

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-83(G)

EL-83(G)

4

56.5

φ13

R13

7.8

48

R26

56
.5

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-702(G)

13

45

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し　EL-83(G)

68.5以内

※１　100以内

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

・文言修正他（15.10.22）

5°
5°

φ
36

φ
32
.3

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

81.9以内

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾄﾞｱ枠(壁)

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し詳細図

EL-83(G)
12.5

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し

EL-83(G)

12
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

のみ込み

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

（1140045･1140046）

（1140038･1139412）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）



シ
ス
テ
ム
手
す
り
φ
３
２

ＥＣＬＥシステム手すり　納まり図集 8

※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.16

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し首振り　EL-701(G)

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
１（

Ｇ）

EL-701(G)

30

(30)

31.5

7.5

18.113.4

(30)

(9
.5

)

40
.5

32

16
16

7.5

31.5

36
.2

38
.4

18.1

(9.5)

15
0

手
す

り
高
さ

設
計
図

書
に
よ

る
（
標

準
H=
75

0）

木下地150×20通し(別途工事)

4

56.5

7.8

48

φ
15

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

付属ねじ

60

φ15 16
.3

16
.3

32
.6

18

45°45°

4

54
.5

54
.5

φ
15

56.5

16 44
.510

°

60 44
8

74.6

56.5

8

φ36.2

44.5

48

18

44.5

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-702(G)

18

44.5

※１　100以内

68.5以内

56
.5

81.9以内

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

木下地150×20通し(別途工事)

・文言修正他（15.10.22）

φ32.4

φ
15

ﾌﾞﾗ
ｹｯﾄ

ﾋﾟｯ
ﾁ　

700
以内

ｴｸﾚ
手すり棒　φ32

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾄﾞｱ枠(壁)

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し首振り詳細図

EL-701(G)

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し首振り

EL-701(G)

12.5

12
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

のみ込み

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

（1140045･1140046）

（1140043･1140044）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-701(G)

ｴｸﾚ32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型通し首振納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150883

4976415552037
32 出幅調整ブラケットカバー付

EL-714 1150884

4976415552044
32 出幅調整ブラケットカバー付

EL-714G

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

07.12.17

木下地納まり図

付属ねじ

(9
.5
)

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

木下地納まり図

15
0

25
7

φ45

7

12 12

25

φ45

12 12

壁
面
段
差
 1
5m
m（

最
大
）

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

22
.5

22
.5

六角穴付止めねじM6×6

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-714(G)

EL-714(G)

R16

48
16

64

15 56.5

6.
5

32
6.
5

45
24

68.5～83.5

56.5～71.5

φ
22

φ
45

45

23.9

12 12

9
15
.524

.5

φ
45

R16

φ
22

(9.5)
15

56.5～71.5

48

56.5

32出幅調整ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付

32出幅調整ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-714(G)

24

68
.5

16
16

40
.5

56
.5

71
.5

83
.5

木下地150×20通し(別途工事)

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

32

32出幅調整ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

木下地150×20通し(別途工事)

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
４（

Ｇ）

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

16

32

（ 1150883・1150884 ）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　3本

EL-714(G)

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所 ＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　3ヶ所

12.5

EL-714(G)

12
.5

ｴｸﾚ32出幅調整ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付納まり詳細図

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150916

4976415552570
35･32 直受フレキシブルブラケット

EL-943 1150917

4976415552587
35･32 直受フレキシブルブラケット

EL-943G

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事

9 9

45

9.
5
0.
5

27
.5

27
.5

55

6 6
7

8

6 6

10 10

29 52.5

50

φ35.6

514

19

72.5

17
.5

17
.5

45
ﾟ

45
ﾟ 45ﾟ

45ﾟ

45ﾟ45ﾟ

45ﾟ 45ﾟ

87
.2
6 26
.1
3

26
.1
3

17
.5

17
.5

87
.2
6 26
.1
3

26
.1
3

5
5

56.5

付属ねじ

壁面取付　：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×60溝付　4本

木下地納まり図
納まり詳細図

35用組立図

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

36.4 4

20
20

40

20

155

φ3
8.2

φ32.4

φ
35
.2

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×60溝付 4ヶ所

φ3
9

12
.5

(9
.5
)

φ
39

6 6

17.5 17.5

のみ込みのみ込み

6 6

10 10

45

木下地150×20通し(別途工事)

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4本

32用組立図+変換部材

EL-943(G)

17.10.20

35･32直受ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ EL-943(G)

7

1/2,1/3

35・32直受ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図
EL-943(G)

ｿｹｯﾄ取付　：＋ 皿小ねじM4×10　3本（35用）

ｿｹｯﾄ取付　：＋ 皿小ねじM4×14　3本（32用）

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

32用ｽﾍﾟｰｻｰ(直受用)

エ
ク
レ
３
５
・
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
９
４
３（

Ｇ）

　
３
２
納
ま
り
詳
細
図

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

17.5 17.5

のみ込み

39

26.1326.13

のみ込み ＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付 4ヶ所

24

6.5 6.5

45

56
.5

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

40
.5

32

16
16

68
.5

44
.5

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

673.87以内

45

12.5 12.5

86
.5

7
855

13
.5

22
9.
5

45

93
.5

50 48

5 5

5 5

32用ｽﾍﾟｰｻｰ(直受用)

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

32用ｽﾍﾟｰｻｰ(直受用)

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

＋ 皿小ねじM4×14 3ヶ所

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

17.5

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

　　　手すり棒が回転しますので必ず中間にﾌﾞﾗｹｯﾄを取付けてください。
　　　出隅自在・入隅自在・直受ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾞﾗｹｯﾄを連続して使用する際は
注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

・文言修正（22.12.12）

ｴｸﾚ35･32直受ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ

( 1150916･1150917 ) ( 1150713･1150714 )
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150907

4976415552518
32 自在ブラケットカバー付

EL-720 1150908

4976415552525
32 自在ブラケットカバー付

EL-720G

木下地納まり図

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

木下地150×20通し(別途工事)

7

(9.5)

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　4ヶ所
15
0

手
す

り
高
さ

設
計
図

書
に
よ

る
（
標

準
H=
75

0）

90°
90
°

77

35

木下地150×20通し(別途工事)
付属ねじ

下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

56
.5

φ4
0

φ32.4 76
.5

12.5 12.5

20 20

110

φ3
2.

4

36
.5

40

20 35 35 20

55 55

110

16
48

56.5

32自在ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

32自在ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付

のみ込みのみ込み

665以内

(9
.5
)

32

16
16

40
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　4本

EL-720(G)

EL-720(G)

EL-705(G)

EL-720(G)

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32 17.10.20

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
２
０（

Ｇ）

45

12.5 12.5

9
9

45

13
.5

22
9.
5

45

12.5 12.5

45

6.5 6.5

45

24
44
.5

13
.5

9
9

13
.5

45

12.5 12.5

45

手すり棒カットマーク　2ヶ所 手すり棒カットマーク　2ヶ所

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

12.5

12
.5

76
.5

68
.5

32自在ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-720(G) 32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

( 1150907･1150908 ) ( 1150713･1150714 )

納まり詳細図
ｴｸﾚ32自在ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.17

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型　EL-81(G)

40.5 16 16

65
5以

内

(9
.5
)

R16

40
.5

56
.5

木下地納まり図

80

60
20

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
１（

Ｇ）

EL-81(G)

16
16

16
16

44

60

44

9 9

φ
13

28 φ
50

5

60

8

56.5

付属ねじ

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型詳細図

35°

8
φ
13 60

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型　EL-81(G)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-81(G)

胴縁45×90又は木下地150×20縦通し（別途工事）

・文言修正他（15.10.22）

R16

35°

φ
50

9 9
Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

45

R 
60

R 2
0

11
9

11
9

40
15

56.5

75

の
み
込
み

φ37

37

3

35Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)φ37

15
40

9
11

11
9

37

9.5189.5

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内
ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

φ50

φ37

φ32.2

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　4本

EL-81(G)

12
.5

(9.5)
12.5

ｴｸﾚ手すり棒φ32

ｴｸﾚ手すり棒φ32

（1150760･1150761）

（1136449･1136450）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

ｴｸﾚ32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

の
み
込
み
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

08.08.30

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

(9.5)
40.5 16 16

65
5以

内

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
６（

Ｇ）付属ねじ

7.
6

6.
4

6.
4

12
.5

12
.5

7.
6

7887

99

28

30

R16

56.5

40.5

7

7

30
47.5

(9
.5
)

R16

40
.5

56
.5

EL-706(G)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-706(G)

木下地納まり図

7

45

28

3045

・文言修正他（15.10.22）

φ
45

φ4
5

φ
14

φ
45

φ
45

胴縁33×90又は木下地150×20縦通し（別途工事）

9 9
Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

45

R 
60

R 2
0

11
9

11
9

40
15

56.5

75

φ37

7

80

60
20

37

3

φ37

15
40

9
11

11
9

37

9.5189.5

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内
ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

φ37

φ32.2

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　4本

EL-706(G)

32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

12
.5

32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-706(G)

32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-706(G)

ｴｸﾚ手すり棒φ32

12.5
ｴｸﾚ手すり棒φ32

の
み
込
み

の
み
込
み

（1150760･1150761）

（1150715･1150716）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.17

(9.5)
40.5 16 16

65
5以

内

(9
.5
)

40
.5

56
.5

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
４（

Ｇ）

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-84(G)

EL-84(G)

9 9

φ
13

45

13
°

16
16

55

35
°

60

22 22

4.5

φ36.2

74.5

56.5

付属ねじ

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型通し詳細図

13°

35°

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型通し　EL-84(G)

60

60

55

・文言修正他（15.10.22）

φ32.3

74
.5

9 9
Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

φ37

φ32.2

胴縁33×90又は木下地150×20縦通し（別途工事）

45

R 
60

R 2
0

11
9

11
9

40
15

56.5

75

の
み
込
み

φ37

φ
13

80

60
20

37

3

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)φ37

15
40

9
11

11
9

37

9.5189.5

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内
ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　4本

EL-84(G)

12
.5

ｴｸﾚ手すり棒φ32

12.5

の
み
込
み

ｴｸﾚ手すり棒φ32

（1150760･1150761）

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型通し　EL-84(G)
（1140039･1140040）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32ﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型通し納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.1.16

のみ込み

R 
20

9 9

75

56
.5

15

R 60

9 11 11 9

40

9.
5

18
9.
5

37

3

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
２（

Ｇ）

EL-712(G)

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

45

R 60

R 20

15
119 11 9

40

75

56
.5

655以内

80

60 20

40

9 11 11 9

9.
5

18
9.
5

37

木下地150×20通し(別途工事)

（120）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽに必要なあき寸法

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

12.5 12.5

・文言修正他（15.10.22）

φ37

φ32.2

付属ねじ

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

9 11 11 9

80

17 23 409.5 18 9.5

37 37

φ
14

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

φ
37

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

φ
37

φ45

ﾄﾞｱ枠(壁)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-712(G)

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-712(G)

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12.5

12
.5

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

（1150760･1150761）

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事

（120）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽに必要なあき寸法

木下地納まり図

08.08.30

1/2

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

12.5 12.5

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

木下地150×20通し(別途工事)

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
７（

Ｇ）

EL-707(G)

75

56
.5

R 305

R 15

R 3

6

20

694以内

11.1 17 9.4

40

11
18

11

44.7

25.9 18.8

20
32Pｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-707(G)

・文言修正他（15.10.22）

37 40

11
18

11

18
.5

18
.5

37.5

付属ねじ

32Pｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

44.7

7.2 37.5

11.1 11.1 5.9 9.4

75

56
.5

3

R 15

R 305

R 3

18

56
.5

40

φ37

φ32.2 23

20

＋　皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

φ
14

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋　なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
37

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾄﾞｱ枠(壁)

φ
37

φ45

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-707(G)

12.5

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12
.5

のみ込み

のみ込み

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

（1150719･1150720）

（1150713･1150714）

ｴｸﾚ32Pｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ部納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事

（120）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽに必要なあき寸法

木下地納まり図

08.08.30

1/2

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

12.5 12.5

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

木下地150×20通し(別途工事)

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
５（

Ｇ）

EL-85(G)

55

56
.5

74
.5

φ13

15

19.5 10.5

11 6.5

45 16 16

付属ねじ

32Eｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

55

74
.5

56
.5

φ13

10.519.5

45

4.5695.5以内

※手すり棒のみ込み長さは15mm～25mmで可能

5536

6.51622.5

32Eｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-85(G)

30

8

※15

※15

・文言修正他（15.10.22）

φ36

φ32.5

φ
14

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
36

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
36

ﾄﾞｱ枠(壁)

φ45

EL-85(G)

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

12.5

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12
.5

のみ込み

のみ込み

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714） 手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

（1138678･1138679）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

ｴｸﾚ32Eｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.17

木下地納まり図

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

（40）

木下地150×20通し(別途工事)

※電動ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用する場合は壁からのあき寸法40mm

15685以内

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
８
・
７
０
９（

Ｇ）

EL-708（G)
EL-709（G)

付属ねじ

66

48 10

φ45

φ
45

74.5

56.5

48

7

φ
45

10
15

10

35

φ
36

φ
32
.2

22

9
13

57.5
20

12.5 12.5

32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ（右用）詳細図

10

φ45

74.5

56.5

7

57.5
20

12.512.5

φ
32
.2

φ
36

9
13

22

48
35

15
10

10

φ
45

φ
45

48

66

32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ（左用）詳細図

10 1510

35

57.5
20

12.5 12.5

10

φ4512.5 12.5

・文言修正他（15.10.22）

10°

10
°

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

10°

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾄﾞｱ枠(壁)

φ45

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-708(G)

付属ねじ

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-709(G)

12
.5

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

のみ込み

32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ（右用）　EL-708(G)

EL-709(G)は勝手違い（左用）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32
ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-708(G),709(G)

・文言修正（2.12.12）

（1150725･1150726）

（1150727･1150728）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.17

木下地納まり図

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

（40）

木下地150×20通し(別途工事)

※電動ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用する場合は壁からのあき寸法40mm

15685以内

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
８
・
７
０
９（

Ｇ）

EL-708（G)
EL-709（G)

付属ねじ

66

48 10

φ45

φ
45

74.5

56.5

48

7

φ
45

10
15

10

35

φ
36

φ
32
.2

22

9
13

57.5
20

12.5 12.5

32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ（右用）詳細図

10

φ45

74.5

56.5

7

57.5
20

12.512.5

φ
32
.2

φ
36

9
13

22

48
35

15
10

10

φ
45

φ
45

48

66

32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ（左用）詳細図

10 1510

35

57.5
20

12.5 12.5

10

φ4512.5 12.5

・文言修正他（15.10.22）

10°

10
°

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

10°

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾄﾞｱ枠(壁)

φ45

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-708(G)

付属ねじ

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-709(G)

12
.5

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

のみ込み

32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ（右用）　EL-708(G)

EL-709(G)は勝手違い（左用）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32横受ｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32
ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-708(G),709(G)

・文言修正（2.12.12）

（1150725･1150726）

（1150727･1150728）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.17

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

木下地納まり図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

木下地150×20通し(別途工事) エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
９（

Ｃ）

EL-79(C)

30

16.5

32木製ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ詳細図
EL-79(C)

(30)

38
.8

13.5

30

16.5

30

(30)

30

16.5 13.5

12.5 12.5

70以内

※１　100以内

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

86.5以内

32木製ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-79(C)

接着剤止め（別途）

・文言修正他（15.10.22）

φ
35.5 φ3
2.5

φ
35
.5

1.
5

1.
5

φ
32
.5

φ
14

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
35
.5

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
35
.5

φ45

ﾄﾞｱ枠(壁)

12.5

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ
EL-705(G)

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

12
.5

のみ込み

のみ込み

（1136458･1136459）

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ3.5×20溝付　2本

注意:ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32木製ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.08.30

30

ﾄﾞｱ枠(壁)

(30)

(30)

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

7.5

31.5

38
.4

18.1

31.5

7.5

18.113.4

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

木下地納まり図

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

木下地150×20通し(別途工事)

EL-702(G)

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
２（

Ｇ）

31
.5

R18
.1

31
.5

7.
5

付属ねじ

32ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ詳細図

EL-702(G)

56
.5

81.9以内

12.5 12.5

※１　100以内

68.5以内

・文言修正他（15.10.22）

φ32.2 φ3
6.2

φ32.2

φ36.2

φ
14

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
36
.2

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ45

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

12.5

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

32ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-702(G)
（1140045･1140046）

のみ込み

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)
（1150713･1150714）

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ納まり詳細図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.20

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

木下地納まり図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

木下地150×20通し(別途工事)

(30)

5

φ35
2 17

19

φ
32
.2

φ
35

φ35

15

32Eｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ詳細図
EL-86(G)

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
６（

Ｇ）

EL-86(G)

付属ネジ

217

19

φ
35

φ
32
.2

4 （30）

17
.5

39

φ
32
.2

19

15

φ
35

4

56
.5

96以内

12.5 12.5

※１　100以内

※１　持ち出し推奨寸法を示す。（最大持ち出し寸法は140）

81以内

96以内

・文言修正他（15.10.22）

φ
14

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

15

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾄﾞｱ枠(壁)

φ45

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

12.5

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12
.5

のみ込み

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1ヶ所

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

のみ込み
32Eｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-86(G)

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

（1138682･1138683）

（1150713･1150714）

ｴｸﾚ32Eｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

15.10.22

木下地納まり図

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

ﾒﾝﾃﾅﾝｽに必要なあき寸法

（70）

85

60

25

37

10
2.
45

R20

85

25 60

R5
7

37

85

10
2.
45

37

37

付属ねじ

32BFｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ詳細図

25 60

18
.5

38

（70）

90以内

90以内

木下地150×20通し(別途工事)
エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
３（

Ｇ）φ
24
.2

φ18

φ
37

φ
32
.2

φ
37

φ
32
.2

木下地納まり図

木下地＋PBｔ12.5又はPBｔ9.5

(9.5)

15
0

48

R16

手
す
り

高
さ
設

計
図
書

に
よ
る

（
標
準

H=
75
0）

56.5

木下地150×20通し(別途工事)

φ
14

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ
37

φ
32
.2

のみ込み

12.5 12.5

φ45

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

のみ込み

32BFｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　EL-713(G)

φ
37

φ
32
.2

ﾄﾞｱ枠(壁)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

EL-713(G)

150以内

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　3本

EL-713(G)

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

12.5

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

EL-705(G)

12
.5

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　3本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

（1150809･1150810）

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)
（1150713･1150714）

注意：BFｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟに無理な力が加わるような箇所には施工しないでください。
　　　体重をのせたり、握って押したり引いたりすると脱落・転倒の原因になります。
　　　ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。
　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32BFｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150899

4976415552433
32 縦枠用スリムブラケットカバー付

EL-718 1150900

4976415552440
32 縦枠用スリムブラケットカバー付

EL-718G

56
.5

φ37.2

8

木下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

付属ねじ

MDF等ねじ強度の確保できない下地には使用しないでください。

扉縦枠：見付け25mm以上、無垢材又は集成材

(9
.5
)

(9
.5
)

扉

扉縦枠：見付け25mm以上、無垢材又は集成材

枠　25以上

MDF等ねじ強度の確保できない下地には使用しないでください。

参考斜視図

16 16

40.5 32

32縦枠用ｽﾘﾑﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　4本

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　4ヶ所

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
８（

Ｇ）

納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

EL-718(G)

17.10.20

手すり取付：＋ 丸皿ﾀッﾋﾟﾝねじ3.5×16　2本

EL-718(G)

＋ 丸皿ﾀッﾋﾟﾝねじ3.5×16　2ヶ所

32縦枠用ｽﾘﾑﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-718(G）

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

5°

φ3
7.2

25

56
.5

10

64.9

75
.1

87.4

φ32.2

8
9

8

25

4.
5

4.
5

9.41924

20

2.5

18
.6

4.5 4.5

8 9 8

2525

8 9 8

4.5 4.5

35
52
.4

87
.4

10

20

の
み
込
み

15
52
.4

52
.4

87
.4

35

52
.4

15

10

20

の
み
込
み

37.9 37.2

8

75.1

4.5 4.5

64
.9

9.
4

19
24

12
.5

12
.5

24
19

9.
4

64
.9

67
0以

内

40
.5

手すり棒カットマーク　2ヶ所

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

12
.5

12
.5

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。
　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

（1150899･1150900）

ｴｸﾚ32縦枠用ｽﾘﾑﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付
・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150895

4976415552150
32 真壁用スリムエンドブラケットカバー付

EL-717 1150896

4976415552167
32 真壁用スリムエンドブラケットカバー付

EL-717G

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付(D=7)　2ヶ所

木下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

柱 柱

（
9.
5）

90×90以上

柱

90×90以上

10
以
上

付属ねじ

30 30

20 20

32真壁用ｽﾘﾑｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

10 10

75
.1

37
.9

37
.2

40
.5

32

16
16

70

56
.5

φ3
7.2

φ32.2

10

20

30

13 17

50
ﾟ

10
75
.1

10
25

25
10

70

10
25

25
10

70

910 ※注1

柱内々ﾋﾟｯﾁ 820以内

800以内

柱内々ﾋﾟｯﾁ 820以内

760以内

17.10.20

EL-717(G)

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
７（

Ｇ）

注１）柱間隔が910以上の場合は使用しないでください。

φ
37
.2

20

10

参考斜視図

柱

32真壁用ｽﾘﾑｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-717(G) ＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2ヶ所

56
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付(D=7)　2本

EL-717(G)

12
.5

のみ込み のみ込み

のみ込み

(1150895･1150896)

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。
　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）
下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

納まり詳細図
ｴｸﾚ32真壁用ｽﾘﾑｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150903

4976415552471
32 真壁用スリム通しブラケットカバー付

EL-719 1150904

4976415552488
32 真壁用スリム通しブラケットカバー付

EL-719G

木下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

柱

（
9.
5）

90×90以上

柱

90×90以上

10
以
上

20

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

10

75
.1

37
.9

37
.2

40
.5

32

16
16

10
25

25
10

70

910 ※注1

柱内々ﾋﾟｯﾁ 820以内

17.10.20形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

φ
37
.2

20

参考斜視図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
９（

Ｇ）

EL-719(G)

付属ねじ

32真壁用ｽﾘﾑ通しﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

柱

810以内

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付(D=7)　2ヶ所

15

10
25

25
10

10

32真壁用ｽﾘﾑ通しﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-719(G)

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）
下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

30 30

柱内々ﾋﾟｯﾁ 820以内

760以内

17 13 13 17

φ
37

75

37
38

10
以
上

70

56
.5

φ32.2

φ3
7

13 17

50
ﾟ

10
10

25
25

10

70

75

15 15

30

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2ヶ所

32真壁用ｽﾘﾑｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-717(G)

注１）柱間隔が910を超える場合は使用しないでください。

EL-719(G)

柱

56
.5

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付(D=7)　2本

12
.5

のみ込み

のみ込み

(1150903･1150904)

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

(1150895･1150896)

納まり詳細図
ｴｸﾚ32真壁用ｽﾘﾑ通しﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.27

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
４（

Ｇ）

EL-704(G)

25

付属ねじ

32出隅ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

35.425
25

15
.5

7

37

15
5

扉枠W=25（別途工事）

5

35.4

35
.4

φ36

25

10

φ32

扉枠W=25（別途工事）

2515
.5

7

37

25

10

φ36

φ32

32出隅ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-704(G)

70
0以

内

ｴｸﾚ手すり棒φ32ｴｸﾚ手すり棒φ32

65
0以

内

・文言修正他（15.10.22）

φ3
6

φ3
2.3

50

8.5

25

16.5 5

25 16
.5

5
8.
5

35.4

7
15
.5

37

25

37
15.5

7

85.
7

φ3
6 10 25

φ3
2.3

32出隅ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-704(G)

25

25

50

65
0以

内

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　4本

EL-704(G)

の
み
込
み

の
み
込
み

の
み
込
み

（1150707･1150708）

の
み
込
み

ｴｸﾚ32出隅ﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）
ﾌﾞﾗｹｯﾄ:EL-704(G)

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150887

4976415552075
32 出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-715 1150888

4976415552082
32 出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-715G

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

07.12.17

15 7

木下地納まり図

6.815

15
6.
8

40

90ﾟ

10

20

30

枠
　
15
以
上

(9.5)

扉
15

40

40(9.5)

扉縦枠：見付け15mm以上、無垢材又は集成材

MDF等ねじ強度の確保できない下地には使用しないでください。

6.
8

14
21
.3

10

14
13
.8

14
.3

52
.1

40

付属ねじ

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　2ヶ所

または ＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　2ヶ所

6.8

15

2014
.3

14
13
.8

6.
8

14
21
.3

10

52
.1

10

20

の
み
込
み

10

30 30

40

6.815

7 8 6.8

21.8

＋ 丸皿ﾀッﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1ヶ所

の
み
込
み

8
14

8

30
　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

28

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

EL-715(G)

注意：出隅ﾌﾞﾗｹｯﾄEL-704(G)との併用はできません。

32出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-715(G)

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
５（

Ｇ）

32半受出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-716(G)

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

32出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×20溝付　2ヶ所

32出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-715(G)

58
.6

32.
237

.2

φ37.2

24

24

85
.8

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　4本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×20溝付　2本

EL-715(G)

12.5 12.5

(1150887･1150888)

(1150891･1150892)

ｴｸﾚ32出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付納まり詳細図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-715(G)
・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150891

4976415552112
32 半受出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-716 1150892

4976415552129
32 半受出隅スリム座ブラケットカバー付

EL-716G

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

07.12.17

R16

24

24

木下地納まり図

15

15

40

90ﾟ

枠
　
15
以
上

(9.5)

扉
15

40

22.4

40(9.5)

22
.4

扉縦枠：見付け15mm以上、無垢材又は集成材

MDF等ねじ強度の確保できない下地には使用しないでください。

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　2ヶ所

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×20溝付　2ヶ所

または ＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　2ヶ所

15

15 7

2014
.3

14
13
.8

6.
8

14
21
.3

10

52
.1

20

の
み
込
み

10

30 30

40

6.815

7 8 7

22

7

7
14
.8

35
.7

6.
4

6.
4

35
.7

14
.8

56
.9

8

14

8
30

45ﾟ

45ﾟ

＋ 丸皿ﾀッﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

7

8
14

8

30

付属ねじ

28

の
み
込
み

10

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

28

32半受出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-716(G)

注意：出隅ﾌﾞﾗｹｯﾄEL-704(G)との併用はできません。

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

EL-716(G)

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

32半受出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-716(G)

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

32出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付　EL-715(G)

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
６（

Ｇ）

32半受出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付詳細図

58.
19

φ37.2

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×40溝付　4本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×20溝付　2本

EL-716(G)

12.5 12.5

(1150887･1150888)

(1150891･1150892)

ｴｸﾚ32半受出隅ｽﾘﾑ座ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ付納まり詳細図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-716(G)
・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
６
６（

Ｇ）

EL-66(G)

30
°

30
°

φ51

φ
35
.4

φ
32
.4

φ
65

50
45 5

付属ネジ

32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ詳細図

EL-66(G)

φ
65

545

50

8

42
.7
5

通し

23

φ65

50

5
45

25

25

φ65

5
45

φ65

50

5
45

（
自
立
さ
せ
る
場
合
で
振
れ
が
大
き
な
場
合
は
壁
面
へ
控
え
を
入
れ
る
）

床面

φ35.3

25
φ
35
.5

50

通し

23

8

32四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70(G)

ｴｸﾚ手すり棒φ32

2517.65

42
.6
5

60
.3

60.3
42.65

17
.6
5

25

壁面

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

三方　EL-69

三方　EL-69

部材使用位置参考例

90°

φ22

のみ込み

の
み
込
み 8

8

（
の
み
込
み
）

の
み
込
み

のみ込み

50（
の
み
込
み
）

60
.6

24
.9

の
み
込
み

φ35.5

（
の
み
込
み
）

50

（のみ込み）

の
み
込
み

60.3

60
.3

25

25

φ35.3

φ
35
.3

（1138696･1138697）

32三方　EL-69(G)

（1138694･1138695）

32Lｺｰﾅｰ　EL-76(G)

（1135059･1136457）

32ﾁｰｽﾞ　EL-67(G)

（1138690･1138691）

32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66(G)

（1138680･1138681）

手すり取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝ3.5×25溝付　3本

壁・床取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝ4×40溝付　3本

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。
　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）

ｴｸﾚ32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32・文言修正（22.12.12）

20
0以

内

φ65

50

5
45

（
の
み
込
み
）

ｴｸﾚ手すり棒φ32

床面

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70

・高さの上限を700→200mmに変更（22.12.12）

200以内（持出し寸法）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.20

木下地納まり図

（どちらか１ヶ所止め）

参考斜視図

付属ねじ

窓枠　25mm以上

(9
.5
)

(9
.5
)

7
10

41
.5

35

25

有効開口　W＝700以内(木製手すり32φの場合）

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
０（

Ｇ）

EL-710(G)

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

32ｴﾝﾄﾞｿｹｯﾄ　EL-710(G)

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

枠（25） 10 25 枠（25）1025

680以内

630以内

φ
33

φ
43
.1

φ
38
.4

φ
33

φ
43.1

・文言修正他（15.10.22）

12
.5

手すり取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3×20溝付　1本

12
.5

受座止め：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　2本

（1150731･1150732）

（別途工事） のみ込み のみ込み （別途工事）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。
　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.5mm（ねじ径3mmおよび3.1mmの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

ｴｸﾚ32ｴﾝﾄﾞｿｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）

受座止め　：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　2本

手すり取付：＋ 皿ﾄﾞﾘﾙねじ3.1×16　1本（金属製手すり棒用）
手すり取付：＋ 皿ﾀッﾋﾟﾝねじ3×20溝付　1本（木製手すり棒用）

ｿｹｯﾄ：EL-710(G)

32ｴﾝﾄﾞｿｹｯﾄ詳細図

EL-710(G)

（別途工事）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150912

4976415552532
35･32 出隅自在ブラケット

EL-941 1150913

4976415552549
35･32 出隅自在ブラケット

EL-941G

39

35用組立図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2,1/3,1/4

32用ｽﾍﾟｰｻｰ

45ﾟ

52.5 52.
5

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

45ﾟ

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

56.5 56.
5

36.4

20
20

40

5.7

φ3
8.2

φ32.4

φ
35
.2

木下地納まり図
納まり詳細図

木下地150×20通し(別途工事)

9.
5

下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）
下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

17.
5

69.
6

35.
6

39
35.6

17.5

69.6

17.
5

32用組立図+変換部材 32用ｽﾍﾟｰｻｰ

5 15

20

EL-941(G)

17.10.20

ｴｸﾚ木製手すり棒

ｴｸﾚ木製手すり棒

7

ｷｬｯﾌﾟ 皿小ねじM4×14　3本 出隅用ｿｹｯﾄ皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×60溝付　4本

本体

6

6

6

5

69.
6

22.
5

6

5

17.5
22.5

69.6

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

32用ｽﾍﾟｰｻｰ

39

17.5

のみ込み

24

45

6.5 6.5

56.5

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

40
.5

32

68
.5

16
16

44
.5

56
.5

4.4

5

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

12.5 12.5

45

13
.5

22
9.
5

45

86
.5

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

エ
ク
レ
３
５
・
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
９
４
１（

Ｇ）

　
３
２
納
ま
り
詳
細
図

のみ込み

50

手
す

り
高
さ

設
計
図

書
に
よ

る
（
標

準
H=
75

0）

20.2

φ
39

17.5

6

56.5

76.7

704.4以内

5

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4ヶ所

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

16

48

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×60溝付　4ヶ所

32用ｽﾍﾟｰｻｰ

＋ 皿小ねじM4×14　3ヶ所

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ 700以内

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型ｶﾊﾞｰ付　EL-705(G)35・32出隅自在ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-941(G)

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
　　　手すり棒が回転しますので必ず中間にﾌﾞﾗｹｯﾄを取付けてください。

付属ねじ

壁面取付　：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ4×60溝付　4本

ｿｹｯﾄ取付　：＋ 皿小ねじM4×14　3本

35・32出隅自在ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図
EL-941(G)

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4本

9 9

40.9

10 44
.5

50

20.4 20.4

40.8

6 6

10 10

48.920

89.3

41

92
.7
5

40

7.
25

7.
75

126

中心点 中心点

実線が標準納り位置
中心点(右図参照)

角度調整範囲

45°45°

45°調整可能です。
上下、左右、斜め(全方向)

※角度調整範囲は中心点を基準に

12
.5

(1150912･1150913) (1150713・1150714)

　　　出隅自在・入隅自在・直受ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾞﾗｹｯﾄを連続して使用する際は
注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

ｴｸﾚ32出隅自在ﾌﾞﾗｹｯﾄ

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150914

4976415552556
35･32 入隅自在ブラケット

EL-942 1150915

4976415552563
35･32 入隅自在ブラケット

EL-942G

木下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

17.10.20

EL-942(G)

納まり詳細図

9 9

10

41

40

50

19.450.7

20 59.2

70.1

136.2

6 6

92
.7
5

126

10 10

70
.1

φ3
2.4

φ32.4

32用ｽﾍﾟｰｻｰ 32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

φ
35
.2

1555.7

40
20

20

36.4

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

ｴｸﾚ木製手すり棒

本体

皿小ねじM4×14　3本 32用ｽﾍﾟｰｻｰｷｬｯﾌﾟ

ｴｸﾚ木製手すり棒

入隅用ｿｹｯﾄ長押しﾋﾞｽ4.5×120溝付　4本

φ
39

22.5

φ39 56.5

32用ｽﾍﾟｰｻｰ

20

φ3
8.2

φ32.4

32用組立図+変換部材

40.9

44
.5

7.
25

7.
75

17.5

5 6

17.
5

56
69.

6
22.

5

69.6

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

エ
ク
レ
３
５
・
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
９
４
２（

Ｇ）

　
３
２
納
ま
り
詳
細
図

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

50

手
す

り
高
さ

設
計
図

書
に
よ

る
（
標

準
H=
75

0）

12.5 12.5

45

13
.5

22
9.
5

45

6

17.5

のみ込み

φ
39

16

86
.5

56.5

48

108.6 5

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

φ3
5.6

45ﾟ

6

35用組立図

17.5

φ39φ35.6

φ3
9

17
.5

6

52.5

69.
669.6

70
.1

(9
.5
)

木下地150×20通し(別途工事)

木
下
地

15
0×

20
通

し
(別

途
工

事
)

7

＋ 長押しﾋﾞｽ4.5×120溝付　4ヶ所

39

のみ込み

17.5

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4ヶ所

24

45

6.5 6.5

108.6

56.5

40
.5

32

16
16

68
.5

44
.5

591.4以内

5

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

56
.5

32用ｽﾍﾟｰｻｰ

32用ｽﾍﾟｰｻｰ

32用変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

＋ 皿小ねじM4×14　3ヶ所

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ 700以内

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）
下穴径：3.2mm（ねじ径4mmの場合）
下穴径：3.6mm（ねじ径4.5mmの場合）

付属ねじ

35・32入隅自在ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図
EL-942(G)

中心点 中心点

実線が標準納り位置
中心点(右図参照)

角度調整範囲

45°45°

45°調整可能です。
上下、左右、斜め(全方向)

※角度調整範囲は中心点を基準に

手すり取付け：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4本
壁面取付け　：＋ 長押しﾋﾞｽ4.5×120溝付　4本
ｿｹｯﾄ取付け　：＋ 皿小ねじM4×14　3本

12
.5

ｴｸﾚ32入隅自在ﾌﾞﾗｹｯﾄ
・文言修正（22.12.12）

35･32入隅自在ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-942(G)
（1150914･1150915）

32ﾌﾞﾗｹｯﾄ横型ｶﾊﾞｰ付　EL-705(G)

(1150713･1150714)

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。
　　　出隅自在・入隅自在・直受ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾞﾗｹｯﾄを連続して使用する際は
　　　手すり棒が回転しますので必ず中間にﾌﾞﾗｹｯﾄを取付けてください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.20

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
８
２（

Ｇ）

EL-82(G)

38
.4

φ
32
.2

φ
36
.2

25

φ36.2 25
φ32.2

45°

25 φ36.2
φ32.2

25

140°

8

φ
36
.2

φ
32
.2

140°

8

φ13

74
.6

56
.5

5

φ62

付属ねじ

25 φ36.2
φ32.2

25

8

φ
36
.2

φ
32
.2

8

32Eｺｰﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄ EL-82(G)

32Eｺｰﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

9
94460

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ縦型　EL-81(G)

20

2

13

32Eﾌﾞﾗｹｯﾄ横型　EL-80(G)

43.1

16
.5

14

656.9以内

27

43
.1

65
6.
9以

内

・文言修正他（15.10.22）

56.5

40.532

16 16

φ
13

56.5

74.6

5

φ
62

φ
13

65
6.
9以

内
43
.1

木下地150×20通し(別途工事)

4.
5

69
5.
5以

内

φ36

45

10
.5

19
.5

※
15

※
手
す
り
棒
の
み
込
み
長
さ
は

15
mm
～
25
mm
で
可
能

74.5

φ
13

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内
ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

4.5 695.5以内

6.5 16 22.5

8

※15

φ
3655 36

32Eｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-85(G)

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

※手すり棒のみ込み長さは15mm～25mmで可能

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

27

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

4.
5

69
5.
5以

内

30

6.
5

16
22
.5

8 ※
15

36

55

φ36

※
手
す
り
棒
の
み
込
み
長
さ
は

15
mm
～
25
mm
で
可
能

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

の
み
込
み

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

(9.5）
12.5

ｴｸﾚ手すり棒φ32 手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

のみ込み

（1138678･1138679）

（1136447･1136448）

2

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

のみ込み （1136451･1136452）

の
み
込
み

ｴｸﾚ手すり棒φ32

（1136449･1136450）

の
み
込
み

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-82(G)

注意:ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

・文言修正（22.12.12）

ｴｸﾚ32Eｺｰﾅｰ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-80(G)
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

木下地納まり図

付属ねじ

24

15
10
.6

39

15 10.62.8

39

56
.5

57.5

32ｺｰﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

15

39

15

39

67
6以

内

80

60
20

9
11

11
9

40

37

9.5 18 9.5

37

9.
5

18
9.
5

80

20 60

911119

40

40

9
11

11
9

15

R 60

75

45
65
5以

内

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
１
１（

Ｇ）

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-711(G)

EL-711(G)

32ｺｰﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄ EL-711(G)

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　
70
0以

内
ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

2.
8

φ
43.5

φ37

φ
32
.2

φ43.5

φ
37

φ37

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

EL-711(G)

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　4本
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

（1150756･1150757）

ｴｸﾚ32ｺｰﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

18
.7

10

75
.2

φ
37
.4

4.
7

4.7

10.5

10

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

R 20

木下地150×20通し(別途工事)

56.5

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

30

7

7

φ
45

7

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

32ｺｰﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄ EL-711(G) 5

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

15

のみ込み

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

12.5 12.5

φ45

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)
（1150760･1150761）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)
（1150713･1150714）

φ
32ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

45 24655以内 676以内

の
み
込
み

ｴｸﾚ木製手すり棒　φ32

45

（1150715･1150716）
32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-706(G)

15

の
み
込
み

・仕様変更（ブラケットカバー・手すり取付孔位置変更）（23.12.27）

5

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

23.12.27

32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-706(G)

40.532

16 16 (9.5）
12.5

φ32.2

φ37

の
み
込
み

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内
ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

のみ込み
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.20

木下地納まり図

100以内

付属ねじ

(9
.5
)

木下地150×20通し(別途工事)

(9
.5
)

40
.5

32

16
16

56
.5

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
４（

Ｇ）

EL-74(G)

12.5 12.5 12.5 12.5

7

120°

10

120°

φ
37
.2

φ
32
.2

2.
5

2.
5

2.5 15

φ
32
.2

24.5

32直ジョイント詳細図

φ
32
.2

直ｼﾞｮｲﾝﾄ　EL-74(G)

2.597.5以内

157

※

・文言修正他（15.10.22）

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

157

2.5

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

木下地150×20通し(別途工事)

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ45

のみ込み のみ込み

24.5

2.5

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

φ45

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

7

12
.5

12
.5

のみ込み のみ込み

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)

（1150713･1150714）

（1135057･1136455）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ3.5×20溝付　2本

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

ｴｸﾚ32直ｼﾞｮｲﾝﾄ納まり詳細図
形式　笠木:エクレ手すり棒φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)
・文言修正（22.12.12）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　1本
小口止め　：＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　3本

EL-74(G)

　　　金具を手すり棒にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.20

木下地納まり図

(9
.5
）

20
40
.5

16
16

56
.5

手すり高さ設計図書による（標準H=750）

木下地150×20通し(別途工事)

12
.5

12
.5

2516 48

25

8

25

25

8

4.
5

付属ねじ

EL-76(G)

（出隅納まり仕様）

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
６（

Ｇ）

出
隅
納
ま
り
仕
様

17.3100以内

56
.5

32Lｺｰﾅｰ　EL-76(G)

75以内

17
.3

10
0以

内

25

42
.3

75
以
内

12
.5

12
.5

75
以
内

・文言修正他（15.10.22）

φ
32
.3

φ
35
.3

52.3

φ
32
.3

φ
35
.3

60
.3

25

25

φ32.3

φ35.3

60.3

52
.3

φ
45

ｴｸ
ﾚ手

す
り
棒
　
φ
32

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
 7
00
以
内

φ
45

φ14

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ 700以内

32Lｺｰﾅｰ詳細図

ｴｸ
ﾚ手

す
り
棒
　
φ
32

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
 7
00
以
内

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

12
.5

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)
（1150713･1150714）

（1135059･1136457）

のみ込み

の
み
込
み

EL-76(G)

ｴｸﾚ32Lｺｰﾅｰ納まり詳細図

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）

　　　金具を手すり棒にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

1150833

4976415551498

1150834

4976415551504

32 自在ジョイント 32 自在ジョイント
EL-63 EL-63G

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

14.02.04

付属ねじ

約
12
mm

勾配約45°の場合の段差約12mmに対応

3次元対応パターン図

階段手すり等の勾配による手すり段差に対応

約
5.
5m
m

勾配約18.5°の場合の段差約5.5mmに対応

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
６
３（

Ｇ）

EL-63(G)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

45
°

90°

45°

99

88

18 18

32自在ｼﾞｮｲﾝﾄ詳細図

３次元対応タイプ EL-63(G)

45°

90°

36
.8

（
壁
面
段
差
対
応
最
大
寸
法
）

100以内 100以内約36.8

45
°

36
.8

32

82以内 18 82以内

壁面段差納まり詳細図

54.8（垂直の場合）

28

30

（
垂
直
の
場
合
）

36
.8

10
0以

内
45

65
5以

内

18

54
.8

82
以
内

32

45 655以内 36.8100以内

12.512.5

1882以内

32自在ｼﾞｮｲﾝﾄ EL-63(G)

木下地納まり図

・文言修正他（15.10.22）

φ
35
.4

φ
32
.2

φ
40

φ
40

18

のみ込み のみ込み

45
°

37

9.
5

18
9.
5

80

20 60

911119

40

φ
37

15

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

φ45

φ
45

ﾌﾞ
ﾗｹ
ｯﾄ
ﾋﾟ
ｯﾁ
　

70
0以

内

80

60
20

9
11

11
9

40

37

9.5 18 9.5

φ37

15

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ 1種3×16　4本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ1種　3×16　4本

の
み
込
み

32縦型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-706(G)
（1150715･1150716）

ｴｸﾚ手すり棒φ32

の
み
込
み

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ1種　3×16　4本

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)
（1150760･1150761）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ 3.5×20溝付　2本

のみ込み

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)
（1150713･1150714）

（1150833･1150834）

のみ込み

ｴｸﾚ32自在ｼﾞｮｲﾝﾄ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

・文言修正（22.12.12）

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒にねじ止めする際には必ず下穴2.4mmをあけてください。
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.15

45

付属ねじ

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０
３（

Ｇ）

90°

18

18

32L自在ｺｰﾅｰ詳細図

２次元対応タイプ EL-703(G）

655以内

45

655
以内

10.
5

40

18

12.5 12.5

22

82以内

100以内

10.5

22

40

82以
内

10
0以

内

80

6020

40

911119

φ
3737

9.
5

18
9.
5

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)

15

ﾌﾞﾗｹｯﾄﾋﾟｯﾁ　700以内

φ45

18

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

12.
5

12
.5

φ4
5

ﾌﾞ
ﾗｹｯ

ﾄﾋﾟ
ｯﾁ　

700
以内

80

60

20

40

9
11

11

9

379.5

18

9.5

φ37

15

φ
36
.5

φ
32
.2

10.5

80
10.5

φ
32
.2

φ
36
.5

φ
36
.5

φ
32
.2

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4本

のみ込み

（1150760･1150761）

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

ｴｸﾚ手すり棒　φ32

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　4本

L自在ｺｰﾅｰ　EL-703(G)

（1140047･1140048）

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-705(G)
（1150713･1150714） 手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2本

の
み込

み

のみ込み

のみ
込み

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

ｴｸﾚ32L自在ｺｰﾅｰ納まり詳細図
形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

ﾌﾞﾗｹｯﾄ：EL-705(G)

EL-703(G)

木下地納まり図

・文言修正（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.27

木下地納まり図

EL-67(G)

φ
32
.5

50

φ32.3

付属ネジ

EL-67(G)

φ32.3

8
φ
32
.5

42
.7
5

8

φ32.3

φ
32
.5

50

φ
65

545

50

8

42
.7
5

通し

23

φ65

50

5
45

25

25

φ65

5
45

φ65

50

5
45

（
自
立
さ
せ
る
場
合
で
振
れ
が
大
き
な
場
合
は
壁
面
へ
控
え
を
入
れ
る
）

床面

φ35.3

25
φ
35
.5

50

通し

23

8

32四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70(G)

ｴｸﾚ手すり棒φ32

2517.65

42
.6
5

60
.3

60.3
42.65

17
.6
5

25

壁面

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

三方　EL-69

三方　EL-69

部材使用位置参考例

90°

のみ込み

の
み
込
み 8

8

（
の
み
込
み
）

の
み
込
み

のみ込み

50（
の
み
込
み
）

60
.6

24
.9

の
み
込
み

φ35.5

（
の
み
込
み
）

50

（のみ込み）

の
み
込
み

φ35.5

φ
35
.7

φ35.5

φ
35
.7

24
.9

60
.6

φ
35
.7

φ35.5

60.3

60
.3

25

25

φ35.3

φ
35
.3

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
６
７（

Ｇ）

（1138696･1138697）

32三方　EL-69(G)

（1138694･1138695）

32Lｺｰﾅｰ　EL-76(G)

（1135059･1136457）

32ﾁｰｽﾞ　EL-67(G)

（1138690･1138691）

32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66(G)

（1138680･1138681）

32ﾁｰｽﾞ詳細図

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3×16溝付　2本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　1本

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

ｴｸﾚ32ﾁｰｽﾞ納まり詳細図
・文言修正（22.12.12）

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.4mm（ねじ径3mmの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

20
0以

内

φ65

50

5
45

（
の
み
込
み
）

床面

ｴｸﾚ手すり棒φ32

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70

200以内（持出し寸法）

・高さの上限を700→200mmに変更（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.27

木下地納まり図

EL-68(G)

32ｸﾛｽ　EL-68(G)
通し

25 φ35.5 25
23 23

のみ込みのみ込み

42.75 42.75

88

85.5

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
６
８（

Ｇ）

（1138692･1138693）

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

ｴｸﾚ32ｸﾛｽ納まり詳細図
・文言修正（22.12.12）

700以内

φ
65

545

50

（のみ込み）

80

60
20

40

9
11

11
9

φ37

37

9.5189.5

15

の
み
込
み

ｴｸﾚ手すり棒φ32

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)
（1150760･1150761）

φ35.5
φ32.5

φ
32
.3

φ
35
.3

85.5

50

φ
32
.3

φ
35
.3

φ32.5

φ
32
.3

φ
35
.3

88

42.75

85.5

42.75

25 25φ35.5

付属ネジ

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3×16溝付　4本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

EL-68(G)

32ｸﾛｽ詳細図

70
0以

内

壁面

700以内

φ
35
.3

（1138680･118681）

32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66(G)

Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712

Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712

ｸﾛｽ　EL-68

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

部材使用位置参考例

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.4mm（ねじ径3mmの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

壁面

・部材の組合せ条件を変更（22.12.12）

φ32.5
φ35.5

ｴｸﾚ手すり棒φ32

φ
35
.3
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.27

32三方詳細図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
６
９（

Ｇ）

木下地納まり図

EL-69(G)

60
.3

2517.65

25
17
.6
5

60.3
42.65

8

8

60
.3

42
.6
5

φ
35
.3

φ
32
.3

φ32.3
φ35.3

8

8

φ35.3

φ32.3

60.3

EL-69(G)

付属ネジ

φ
65

545

50

8

42
.7
5

通し

23

φ65

50

5
45

25

25

φ65

5
45

φ65

50

5
45

（
自
立
さ
せ
る
場
合
で
振
れ
が
大
き
な
場
合
は
壁
面
へ
控
え
を
入
れ
る
）

床面

φ35.3

25
φ
35
.5

50

通し

23

8

32四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70(G)

ｴｸﾚ手すり棒φ32

2517.65

42
.6
5

60
.3

60.3
42.65

17
.6
5

25

壁面

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

三方　EL-69

三方　EL-69

部材使用位置参考例

90°

のみ込み

の
み
込
み 8

8

（
の
み
込
み
）

の
み
込
み

のみ込み

50（
の
み
込
み
）

60
.6

24
.9

の
み
込
み

φ35.5

（
の
み
込
み
）

50

（のみ込み）

の
み
込
み

60.3

60
.3

25

25

φ35.3

φ
35
.3

（1138696･1138697）

32三方　EL-69(G)

（1138694･1138695）

32Lｺｰﾅｰ　EL-76(G)

（1135059･1136457）

32ﾁｰｽﾞ　EL-67(G)

（1138690･1138691）

32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66(G)

（1138680･1138681）

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　3本

注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴2.8mmをあけてください。

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32

ｴｸﾚ32三方納まり詳細図
・文言修正（22.12.12）

20
0以

内

φ65

50

5
45

（
の
み
込
み
）

床面

ｴｸﾚ手すり棒φ32

200以内（持出し寸法）

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70

・高さの上限を700→200mmに変更（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

08.10.27

木下地納まり図

エ
ク
レ
３
２
Ｅ
Ｌ
｜
７
０（

Ｇ）

EL-70(G)

50

8
25

φ
35
.3

φ
32
.3

φ35.5

60
.4

42
.7
5

25

60.4

42.75

25

25

8

φ
35
.5

φ
32
.5

50

φ32.3
φ35.3

付属ネジ

φ
65

545

50

8

42
.7
5

通し

23

φ65

50

5
45

25

25

φ65

5
45

φ65

50

5
45

（
自
立
さ
せ
る
場
合
で
振
れ
が
大
き
な
場
合
は
壁
面
へ
控
え
を
入
れ
る
）

床面

φ35.3

25
φ
35
.5

50

通し

23

8

32四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70(G)

ｴｸﾚ手すり棒φ32

2517.65

42
.6
5

60
.3

60.3
42.65

17
.6
5

25

壁面

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

三方　EL-69

三方　EL-69

部材使用位置参考例

90°

のみ込み

の
み
込
み 8

8

（
の
み
込
み
）

の
み
込
み

のみ込み

50（
の
み
込
み
）

60
.6

24
.9

の
み
込
み

φ35.5

（
の
み
込
み
）

50

（のみ込み）

の
み
込
み

32四方ﾋｯﾊﾟﾘ詳細図

φ32.5

60.3

60
.3

25

25φ35.3

φ
35
.3

（1138696･1138697）

32三方　EL-69(G)

（1138694･1138695）

32Lｺｰﾅｰ　EL-76(G)

（1135059･1136457）

32ﾁｰｽﾞ　EL-67(G)

（1138690･1138691）

32ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66(G)

（1138680･1138681）

EL-70(G)

手すり取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3×16溝付　4本

手すり取付：＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×16溝付　2本

　　　金具を手すり棒や柱等にねじ止めする際には必ず下穴をあけてください。
注意：ねじの破損の恐れがありますので電動ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞｰはご使用にならないでください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.4mm（ねじ径3mmの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下穴径：2.8mm（ねじ径3.5mmの場合）

形式　笠木:ｴｸﾚ手すり棒φ32
ｴｸﾚ32四方ﾋｯﾊﾟﾘ納まり詳細図

・文言修正（22.12.12）

20
0以

内

φ65

50

5
45

（
の
み
込
み
）

床面

ｴｸﾚ手すり棒φ32

200以内（持出し寸法）

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

ﾍﾞｰｽｿｹｯﾄ　EL-66

四方ﾋｯﾊﾟﾘ　EL-70

・高さの上限を700→200mmに変更（22.12.12）
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

標準下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

ＬＧＳ

補強PL－ｔ１．６通し（別途工事）
1
50

(9.5)

12.5

2.8mm下穴加工必要

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ９．５又はＰＢｔ１２．５

1
50

12.5
（9.5)
12.5補強PL－ｔ１．６通し

（別途工事）

ＬＧＳ

木下地150×20通し(別途工事)

(9.5)
12.5

木下地 ＋ＰＢｔ１２．５又はＰＢｔ９．５

15
0

15
0

12.512.5
（9.5)

木下地150×20通し(別途工事)

木下地 ＋ＰＢｔ１２．５＋ＰＢｔ１２．５又はＰＢｔ９．５

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ１２．５＋ＰＢｔ１２．５又はＰＢｔ９．５

エ
ク
レ
３
２
下
地
納
ま
り
図
１

08.10.30

R1
6

56.5

手
す
り

高
さ
設

計
図

書
に

よ
る

（
標

準
H=

75
0）

48

22
.5

22
.
5

16

φ
14

PBの2枚貼の場合は止めねじ3.5×50を別途使用する

2.8mm下穴加工必要

PBの2枚貼の場合は止めねじ3.5×50を別途使用する

32横型ｶﾊﾞｰ付ﾌﾞﾗｹｯﾄ EL-705(G）

（1150713･1150714）

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所
＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×50溝付　3ヶ所（別途）

2.8mm下穴加工必要

＋ 丸皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3ヶ所

2.8mm下穴加工必要

＋ 皿ﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×50溝付　3ヶ所（別途）

56.5

9.
5

1837

9
9

φ
32
.2

φ
37

ＲＣ

ステンオールアンカーM6×60　1本（別途）

6.4mm下穴加工必要

9.
5

（1150760･1150761）

EL-705(G)・EL-712(G）

ｴｸﾚ32下地別納まり詳細図・RC+ﾍﾟﾝｷ塗装納まり　32NｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄEL-712に変更（22.12.12）

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ EL-712(G)

1本止め可能なﾌﾞﾗｹｯﾄのみｺﾝｸﾘｰﾄに施工可能

ＲＣ ＋ペンキ塗装
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

標準下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事 1/2

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ１２．５＋ＰＢｔ１２．５又はＰＢｔ９．５

1
50

(9.5)

12.5

補強PL－ｔ１．６通し（別途工事）

ＬＧＳ

1
50

補強PL－ｔ１．６通し（別途工事）

12.5 12.5
(9.5)

ＬＧＳ

木下地 ＋ＰＢｔ１２．５又はＰＢｔ９．５

15
0

(9.5)
12.5

木下地150×20通し(別途工事)

12.512.5
(9.5)

木下地150×20通し(別途工事)

ＲＣ ＋ペンキ塗装

ＲＣ

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ９．５又はＰＢｔ１２．５

エ
ク
レ
３
２
下
地
納
ま
り
図
２

08.10.30

75

56.5

R 
30

5 R 
15

20

11
.1

17
9.
4

32Pｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-707(G)

R 3

φ37

PBの2枚貼りの場合は止めねじ3.5×50を別途使用する

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ１２．５＋ＰＢｔ１２．５又はＰＢｔ９．５
PBの2枚貼りの場合は止めねじ3.5×50を別途使用する

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

2.8mm下穴加工必要

ｴｸﾚ手すり棒φ32

＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×50溝付　3本（別途）

2.8mm下穴加工必要

（1150719･1150720）

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×40溝付　3本

2.8mm下穴加工必要
ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付：＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×50溝付　3本（別途）

2.8mm下穴加工必要

・RC+ﾍﾟﾝｷ塗装納まり　32NｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄEL-712に変更（22.12.12）　

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)
（1150760･1150761）

ｴｸﾚ32下地別納まり詳細図
EL-707(G)・EL-712(G）

φ37

ステンオールアンカーM6×60　1本（別途）

6.4mm下穴加工必要

15
0

20
20

15

R 20

R 60

1本止め可能なﾌﾞﾗｹｯﾄのみｺﾝｸﾘｰﾄに施工可能
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※ ＬＧＳ＝軽量鉄骨下地
　 ＰＢ＝石膏ボード
　 ＲＣ＝コンクリート

標準下地納まり図

　品番 数量 材　　質 表　面　処　理 備　　　　　　　考

名
　
称

図
　
番

尺
　
度

承
　
認

検
　
図

設
　
計

製 図 月 日 製
　
図

名　　　　　　　称

記
　
　
　
事

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ９．５＋ＰＢｔ１２．５

1/2

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ９．５＋ＰＢｔ１２．５

12.512.5

ＬＧＳ

補強PL－ｔ１．６通し（別途工事）

Ｓｔ　メカナット　Ｍ８
（別途）

Ｓｔ　長ネジボルト
（別途）

1
50

12.59.5

ＬＧＳ

補強PL－ｔ１．６通し（別途工事）

（別途）
Ｓｔ　メカナット　Ｍ８

Ｓｔ　長ネジボルト
（別途）

1
50

12.59.5

（別途）

コーチボルトＭ８

ＬＧＳ

ＬＧＳ ＋ＰＢｔ１２．５＋ＰＢｔ１２．５

エ
ク
レ
３
２
下
地
納
ま
り
図
３

08.10.30

56.5

32Nｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ　EL-712(G)
（1150760･1150761）

φ37

ｴｸﾚ手すり棒φ32

＋ なべﾀｯﾋﾟﾝねじ3.5×20溝付　2ヶ所

2.8mm下穴加工必要

R 20

20
20

R 60

1
5

・32PｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄEL-707→32NｴﾝﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄEL-712に変更（22.12.12）　

EL-712(G)

ｴｸﾚ32下地別納まり詳細図
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